
 

【記入例】  

第１８号様式（第１６条関係） 

危険物製造所等使用休止（再開）届出書 

令和 ●年 ●月 ●日 

（宛先）新居浜市長 

 

届出者 住 所 新居浜市●●町●丁目●番●号 

氏 名 ●●㈱ 代表取締役 ●● ●● 

電話番号 ●●‐●● 

設

置

者 

住 所 新居浜市●●町●丁目●番●号（電話番号）●●‐●●        

氏 名 ●●㈱ 代表取締役 ●● ●● 

設 置 場 所 新居浜市●●町●丁目●番●号 

製 造 所 等 の 別 ⑥ 取扱所 
貯 蔵 所 又 は

取 扱 所 の 区 分 
⑦地下タンク貯蔵所 

設 置 の 許 可 年 月 日

及 び 許 可 番 号 
平成●年●月●日 第 ●● 号 

設置の完成検査年月日

及 び 完 成 検 査 番 号 
平成●年▲月▲日 第 ●● 号 

使

用

休

止 

期 間    令和●年●月●日 ～ 令和●年▲月▲日 

理 由    事業の一時的な縮小によるため 

休止中の製造所等

の管理者の氏 名 
   ●●㈱ 代表取締役 ●● ●● 

危険物を残置する

場合の類、品名、

最 大 数 量 

 

危険物の保安状況   危険物を完全に除去後、タンクを洗浄し窒素をパージする。 

使

用

再

開 

期 日  

再開により貯蔵し、

又は取扱う危険物の

類、品名、最大数量 

 

そ の 他 必 要 な 事 項  

※ 受 付 欄 ※経 過 欄 

  

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 法人にあっては、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入

すること。 

３ 位置、構造、設備の図面、付近見取図及び消火設備の配置図を添付すること。 

４ ※印の欄は、記入しないこと。

②
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③

 

④

 
⑤

 

⑧

 ⑨

 ⑩

 

⑪

 



危険物製造所等使用休止（再開）届出書記入要領  

 

① 届出に係る以外の区分を二重線で抹消する。 

② 届出日（届出書提出日）を記入する。 

③ 届出者は、原則として危険物施設の設置者の住所、氏名を記入する。法人の場

合は、名称、代表者氏名及び事務所の所在地を記入する。 

④ 「設置者」欄は、届出者と同一者名を記入する。 

⑤ 「設置場所」欄は、危険物施設の所在地を記入する。 

⑥ 「製造所等の別」欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の別を記入する。 

⑦ 「貯蔵所又は取扱所の区分」欄は、危政令第２条及び第３条に掲げる施設区分（同

令第３条第２号イ及びロを含む。）を記入する。 

⑧ 「設置の許可年月日及び許可番号」欄は、危険物施設の設置許可の年月日・番号を

記入する。 

⑨ 「設置の完成年月日及び完成検査番号」欄は、危険物施設の設置完成の年月日・番

号を記入する。 

⑩ 「使用休止」欄は、次により記入する。 

 ア 「期間」は、当該危険物施設を休止する期間を記入する。 

 イ 「理由」は、当該危険物施設を休止する理由を記入する。 

 エ 「休止中の製造所等の管理者の氏名」は、危険物施設を管理している者を記入す

る。法人の場合は、名称、代表者氏名を記入する。 

 オ 「危険物を残置する場合の類、品名、最大数量」欄は、残置する危険物の類、品

名、最大数量を記入する。 

  ※休止を行う場合、原則は危険物施設で貯蔵・取扱う危険物は完全に除去する必要

があること。 

 カ 「危険物の保安状況」は、休止にともない実施する保安の措置について簡記する。 

   《例》 

    ・危険物を完全に除去後、タンクを洗浄し窒素をパージする。  

 

⑪ 「使用再開」欄は、次により記入する。 

 ア 「期日」は、危険物施設の使用を再開する期日を記入する。 

 イ 「再開により貯蔵し、又は取扱う危険物の類、品名、最大数量」は、再開する場合に貯蔵又は取扱う

危険物の類、品名、最大数量を記入する。 

 


